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東南アジアのファイトプラズマのDNA検出法の開発

［要約］東南アジアに発生しているゴマフ
｀
イロディ ー，サトウキビ白葉病，イネ黄萎病の病原体

であるファイトプラズマのDNAプロ ー ブを作成した。これらを用いることにより， 迅速 ・ 確実に

MLOを検出することが可能となった。
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［背景・ねらい］

タイ， ミャンマ ーで発生しているゴマフィロディ ー（図1)やタイ東北部のサトウキビ白葉病（屈

2)は， 地域の農業に壊滅的な被害を与えている。イネ黄萎病 （図3)はアジア各地に発生して

いる。これらの病気は，ファイトプラズマ（マイコプラズマ様微生物〔MLO〕）により引き起こさ

れている。従来，これらの病原体を検出することは非常に困難であった。本研究では，ファイト

プラズマを迅速 ・ 確実に検出するため，DNAプロー ブを用いた検出法を開発することを目的とす

る。

［成果の内容•特徴］

① イネ黄萎病罹病植物から全DNAを抽出後，Bisbenzimide-CsCI平衡密度勾配遠心にかけ，病原

ファイトプラズマのDNAを宿主植物のDNAから分離した。 それを制限酸素HindIIIで分解後，プ

ラスミド Bluescriptに挿入し，大腸菌NM522に導入した。得られたクロー ンのうち，罹病植物の

DNAと反応し，健全植物のDNAとは反応しないものを選抜した。それらの挿入断片にパ ー オキシ

ダ ー ゼを標識して，DNAプロ ー ブとした。

② ファイトプラズマの染色体に由来するDNAプロ ー ブと染色体外DNAに由来する プロー ブがと

れた。作成したDNAプロー ブを用いることにより，ファイトプラズマ感染イネから，迅速・確実・

高感度にファイトプラズマを検出できた（図4)。また，ファイトプラズマの媒介昆虫（ツマグロ

ョ コ バイ） 1匹からでも、ファイトプラズマを検出する感度を有していた。

③ サトウキビ白葉 病ファイトプラズマとゴマフィロディ ーファイトプラズマにおいても，染色体

由来・染色体外DNA由来のDNAプロー ブを作成することができた。

［成果の活用面・留意点］

これらのDNA プロー ブを用い，タイにおいても各病原ファイトプラズマを検出することができ

た。本方法の適用により，ゴマフィロディ ー，サトウキビ白葉病，イネ黄萎 病の病原ファイトプラ

ズマの媒介昆虫や中間宿主植物の解明，抵抗性品種の選抜等が容易になると思われる。

［具体的デー タ］
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図 2 : サトウキピ白葉病
葉が白色化 ・ 叢生し，茎が伸びない

図4 : イネ黄萎病 フ ァイトプラズマの検出例
健全なイネのDNA (カラムH)とイネ黄萎
病 フ ァイトプラズマが感染し たイ ネ の
DNA (カラムI)を，濃度を変えてナイロ
ン膜にスポットし， フ ァイトプラズマの染
色体に由来するDNAプロー プ(A)'また
は， フ ァイトプラズマの染色体外DNAに
由来するDNAプロ ー プ(B)と反応させた
後，化学発光法により検出した。

図3 : イネ黄萎病
葉が黄化 ・ 叢生し，不稔になる

［その他］
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